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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月5日(2009.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬学上許容可能な担体と、少なくとも一種のグルタミン源とを含んでなる、腹腔内投与
用組成物。
【請求項２】
　前記少なくとも一種のグルタミン源が、Ｌ‐グルタミンを含有した可溶性ペプチドであ
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ペプチドがジペプチドである、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ジペプチドがアラニル‐グルタミンである、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記少なくとも一種のグルタミン源がＬ‐グルタミンである、請求項１に記載の組成物
。
【請求項６】
　前記組成物がゲルとして処方されている、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項７】
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　術後癒着形成を減少させるための患者治療用の、請求項１～６のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項８】
　前記組成物が外科用品に含浸されている、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記外科用品がメッシュである、請求項７に記載の組成物。
【請求項１０】
　請求項７に記載の組成物を含んでなる、埋込型医療器具。
【請求項１１】
　請求項７に記載の組成物を含有している、デリバリー器具であって、該器具が、手術時
における前記組成物の腹腔内デリバリー用である、デリバリー器具。
【請求項１２】
　術後癒着形成を減少させるための、グルタミン源の使用。
【請求項１３】
　術後癒着形成を減少させるための腹腔内投与用薬剤の製造における、グルタミン源の使
用。
【請求項１４】
　前記グルタミン源が、Ｌ‐グルタミンを含有した可溶性ペプチドである、請求項１２ま
たは１３に記載の使用。
【請求項１５】
　前記グルタミン源がＬ‐グルタミンである、請求項１２または１３に記載の使用。
【請求項１６】
　前記ペプチドがジペプチドである、請求項１４に記載の使用。
【請求項１７】
　前記ジペプチドがアラニル‐グルタミンである、請求項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　前記グルタミン源がゲル処方物中に存在する、請求項１２～１７のいずれか一項に記載
の使用。
【請求項１９】
　前記グルタミン源が、外科用品または埋込型医療器具に収容または含浸されている、請
求項１２～１８のいずれか一項に記載の使用。
【請求項２０】
　前記グルタミン源を手術時において腹膜腔へデリバリーするための、請求項１に記載の
組成物。
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